












対象に，味覚性唾液分泌と BMI ，エプワース眠気尺度のスコア（ ESS スコア）または睡眠習慣との
関連性を統計的に評価することを本研 究の目的とした。被験者となった健康的な 26 人の若年成人（男
性 20 名と女性 6 名，平均年齢： 26.0 ± 4.3 歳）の BMI と ESS スコアは，身長計，体重計および自記
式アンケートにより求めた。
3 種類の基本味物質（酢酸，ショ糖，および NaCl ）を用いた刺激による，あるいは無脂肪乳に乳化
させたオレイン酸 OA ，0 ～ 160 mM ）を用いた脂質刺激による，唾液分泌速度の増加量を評価した。
安静時およびガム咀嚼時の唾液分泌速度も測定した。全ての参加者は，安静時およびガム刺激時にお
ける唾液分泌速度が正常範囲内であった。 BMI と， 3 基本味物質により誘導された唾液分泌速度の増
加量との間に有意な相関はみられなかった。しかし，オレイン酸により誘導された唾液分泌速度の増
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た。BMI と 3 基本味物質により誘導された唾液分泌の増加量との間に有意な相関は認められなかった
一方，オレイン酸刺激による唾液分泌量の増加は，BMI と有意に相関することを示した。また，NaCl
刺激による唾液分泌速度の増加量が，ESS スコアおよびいびきの程度と有意に相関するが，他の基本
味物質，オレイン酸，年齢もしくは BMI とは相関しないことを明らかにしている。
これらの知見は，(1)BMI が，未知の機序を介して脂肪酸味刺激誘導性唾液分泌と関連すること，(2)
味覚性唾液反射を制御する機序の一部が，睡眠時無呼吸症候群で起こる様な睡眠中の呼吸器制御系障
害とも関連する可能性を示唆している。
以上の様に，本論文は，肥満や睡眠障害における味覚性唾液反射測定の有用性を示し，過体重・肥
満および睡眠呼吸障害の客観的評価および予防に貢献すると評価することができ，学術的に大きな意
義があると判断される。よって本論文は，博士（歯学）の学位に相応しいものと認める。
